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タクロリムス軟膏

抗ヒスタミン薬・抗アレルギー薬



◆ステロイド外用薬とタクロリムス軟膏に加え、保湿剤や抗ヒスタミン薬、抗

アレルギー薬をどう選択し、組み合わせて使用するかが、治療の経過を左右

する。

【1】タクロリムス軟膏

○タクロリムスの作用機序

●タクロリムスは、ヘルパーT細胞およびランゲルハンス細胞の機能を抑

制し、好酸球の浸潤と活性化、マクロファージの浸潤を抑え、炎症を軽

減する。

●また、マスト細胞からのヒスタミンなどの放出を抑え、神経線維の表皮

への伸張を抑制することによって痒みを軽減する。

タクロリムス軟膏　抗ヒスタミン薬・抗アレルギー薬

2011.5 ● Copyright(c) Japan Medical Association. All rights reserved. ‥‥2

日本医師会インターネット生涯教育協力講座＜アトピー性皮膚炎における外用療法の実際＞

アトピー性皮膚炎治療の現状‐4



○タクロリムス軟膏の位置づけ

●日本皮膚科学会の「診療ガイドライン」でも、寛解導入療法、寛解維持療

法において、タクロリムス軟膏はステロイド外用薬と並び位置づけられ

ている。

寛解導入療法 寛解維持療法

痒みや炎症を

すみやかに軽減する

●ステロイド外用薬

●タクロリムス軟膏

（症状が持続、あるいは頻回に再燃を

繰り返す場合）

●再燃の徴候があらわれたら、症状の

拡大増悪を防止するために早期に

タクロリムス軟膏を使用する

●ステロイド外用薬は、悪化した症状

に応じて間欠的に使用する

○タクロリムス軟膏の特徴

●タクロリムス軟膏のステロイド外用薬との最も大きな違いは、分子量が

大きく、正常な皮膚からは吸収されにくいことである。病変局所では吸

収されやすく、効果を発揮する一方、皮膚炎が軽快してくると吸収が低

下し、副作用も生じにくいという特長がある。

○安全性および使用上の注意

●安全性については、長期投与の検討からも大きな問題はないと考えられ

ている。

●使用上の注意として、以下があげられる。

●外用開始時に灼熱感などの刺激がみられる。

●皮膚の局所感染症を悪化させる可能性がある。
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【2】抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬

◆抗ヒスタミン薬や抗アレルギー薬を中心とする内服療法は、主に炎症の抑制

と痒みの抑制について外用療法を補助する治療と位置づけられている。

○アトピー性皮膚炎に用いられる主な抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬

●アトピー性皮膚炎に用いられる抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬には、

表のような種類が用いられる。
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